
別表第三 

調剤報酬点数表 

［目次］ 

第１節 調剤技術料 

第２節 薬学管理料 

第３節 薬剤料 

第４節 特定保険医療材料料 

第５節 経過措置 

通則 

１ 投薬の費用は、第１節から第３節までの各区分の所定点数を合算した点数により算定する。 

２ 第１節の各区分の所定単位を超えて調剤した場合の薬剤調製料は、特段の定めのある場合を

除き、当該所定単位又はその端数を増すごとに同節の各区分の所定点数を加算する。 

３ 投薬に当たって、別に厚生労働大臣が定める保険医療材料（以下この表において「特定保険

医療材料」という。）を支給した場合は、前２号により算定した所定点数及び第４節の所定点

数を合算した点数により算定する。 

第１節 調剤技術料 

区分 

００ 調剤基本料（処方箋の受付１回につき） 

１ 調剤基本料１ 45点 

２ 調剤基本料２  29点 

３ 調剤基本料３ 

イ   24点 

ロ  19点 

ハ  35点 

４ 特別調剤基本料Ａ ５点 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険薬局において調剤した場合には、処方箋の受付１回につき、当該

基準に係る区分に従い、それぞれ所定点数を算定する。ただし、別に厚生労働大

臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出たものに

ついては、本文の規定にかかわらず、調剤基本料１により算定する。 

２ 別に厚生労働大臣が定める保険薬局においては、注１本文の規定にかかわらず、

特別調剤基本料Ｂとして、処方箋の受付１回につき３点を算定する。 

３ 複数の保険医療機関から交付された処方箋を同時に受け付けた場合において、

当該処方箋のうち、受付が２回目以降の調剤基本料は、処方箋の受付１回につき

所定点数の100分の80に相当する点数により算定する。 

４ 別に厚生労働大臣が定める保険薬局においては、所定点数の100分の50に相当す

る点数により算定する。 

５ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険薬局（注２に規定する別に厚生労働大臣が定める保険薬局を除

く。）において調剤した場合には、当該基準に係る区分に従い、次に掲げる点数

（特別調剤基本料Ａを算定する保険薬局において調剤した場合には、それぞれの

点数の100分の10に相当する点数）を所定点数に加算する。 

イ 地域支援体制加算１ 32点 

ロ 地域支援体制加算２ 40点 

ハ 地域支援体制加算３ 10点 

ニ 地域支援体制加算４ 32点 

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険薬局（注２に規定する別に厚生労働大臣が定める保険薬局を除

く。）において調剤を行った場合は、連携強化加算として、５点を所定点数に加

算する。また、特別調剤基本料Ａを算定する保険薬局において、別に厚生労働大

臣が定める保険医療機関が、組織的な感染防止対策につき医科点数表の区分番号
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